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（国立公園等保護地域と生態系ネットワークの形成）
・人間のアメニティだけでなく健全な生態系の維持という視点を加えたネットワークに発展
させることが重要。その際、核となる生息域の大きさや連結性を考えるための指標動物を
イメージすべき。

・里地里山、人工林など担い手が減少、高齢化する中で手が届きにくくなる生態系を、ネッ
トワークという観点からどうするかという視点が大事。

・自然との共生は日本に特有であり、文化との関わりもある。共生のあり方を生物多様性の
観点から長期的に考えた上で国立公園の配置などを考えるべき。

・明治以降の近代化や戦後数十年間の開発により劣化した国土の回復が必要とまず言えるか
。 、 、 、 、どうかが重要 方法論としては 水系 海岸線 地形など国土の構造的側面からとらえて

保護の目標の姿を示した上で、演繹的にそこに向かってアプローチするという形もある。
「 」 、 「 」・ 生態系ネットワーク という言葉からは線的な担保に目がいきがちだが それより 面
が重要。その展開のためには、ネットワークの役割や意味を明らかにしつつ生態学的な合
理性と社会合意に基づく合理性の二重構造の中で行政的に判断することも必要。

・里地里山といっても過疎地に加え都市に近い農地でも手入れが行き届かず、人と野生生物
の関係が問題になっている。そういう地域を、農業や林業の側からではなく、自然の側か
らどうするかという戦略があってよい。

・人口減少に向かう国土の中での人と自然の共生を目指して生態系ネットワークを考えると
きに、動物データの整備とそれを積み重ねた科学的な議論が弱すぎる。

・保護地域のカバー率が低い現状を踏まえると、農地を含んで登録されているラムサール湿
地のワイズユースの考え方は重要。

（地球規模の生物多様性と日本）
・日本のスギ、ヒノキが使われず、木材を輸入に大きく依存していることなど日本人の生活
がグローバルな生物多様性に与える影響を戦略で取り上げ、役所だけでなく皆で考えるこ
とが重要。戦略は政府の計画であるが、一般市民がサポートしてはじめて意味があり、大
多数の無意識層をどう掘り起こすかが重要。

・農産物などの輸入は、国内で循環できないものを持ち込むこと、輸送のために化石燃料を
、 、 。消費すること 輸出国の自然に影響を与えること などにより世界的に負荷を掛けている

特に窒素は大気や水域にあふれさせており、その動きや影響は解明されていない。中韓な
ど東アジアとともに考えることも必要。

・大量の穀物輸入はアレチウリやオオブタクサなど外来生物問題にもつながっている。
・衛星やＤＮＡ分析など技術的な進歩で国境を越えた動物（ウミガメ）の動きが解明されて
きたことは素晴らしい。そうした分野で頑張っているＮＧＯをもっと支援すべき。

・漁業と生物多様性についてもっと掘り下げるべき。混獲対策だけでなく、漁業資源を崩壊
させないためにも、漁業には適切なルールが必要なはず。

・ウナギなど、海洋から沿岸域、淡水生態系までの広い範囲を利用している身近な生物を指
標として海洋生態系の健全性を検証してはどうか。

・人工林を自然林に移行したときや里山林の吸収量を考慮するなど、生物多様性と温暖化問
題を関連づけるべき。

・輸入に依存してきたことで国内の森林の蓄積量は確実に増加し、生物多様性も向上してき
たはず。その一方でどこかの国の木を伐っていることを認識し、一部の森林の認証だけで
はなく、日本としてもっと幅広い国際協力につなげるべき。

・漁業との関係など難しい問題もあるが、ウミガメはわかりやすい例であり、調査や保全活
動など着手しやすい面もある。環境省としてリーダーシップを取れる形で次期戦略のシン
ボル的プロジェクトとするくらいのことを考えるべき。

・ＭＡでもＧＢＯ２でも世界の生物多様性は悪化していることが示されたが、生物多様性の
問題は人類の生存に関わるという認識のもとに国家戦略を考えるべき。


